
青色 LED を使ったディジタル時計 

 

鈴井 光  武川 駿  

 

 

１ 研究概要 

マトリクス回路を使用して５×１２＋２個

のＬＥＤを点灯させ数字を表示するディジタ

ル時計の製作をする。その過程でＰＩＣ制御

に必要なプログラミング技術や，マトリクス

回路等の回路技術について研究した。 

 

２ 研究の具体的内容 

表示部分はＬＥＤをマトリクス配線をし，

一つの数字を３×５個のＬＥＤをダイナミッ

ク点灯させ，表示させる。 

 

写真１ 数字の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 製作したディジタル時計の回路を図１に示

す。 

 

マトリックス回路とは，図２のように，配

線の本数を少なくするために，部品を縦横の

格子状に接続して駆動するような回路を指す。 

 この回路では，６２個のＬＥＤを，それぞ

れ独立して点灯させたいような場合，普通に

配線すると，信号線６２本が必要になる。 

 これを縦横の格子状に配線すれば，縦１３

本，横５本の合計１８本の配線で済むように

なる。 

 

 ダイナミック点灯とは，短時間の間一つの

桁を光らせたら，すぐ次の桁を光らせるとい

うことを高速で繰り返す点灯方法である。 

こうすることである瞬間では 1 個の桁だけ

が点灯していることになるが，人間の目には

残像現象があり，一度光を見ると，約１００

ミリ秒程度その光を連続して見ているように

錯覚する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 



そこで，上記点灯の繰り返しを数１０ミリ

秒の速さで繰り返すと，あたかも連続して各

桁が連続して点灯しているように見える。 

これがダイナミック点灯制御の原理である。 

 

図２ マトリクス回路 

 

制御にはＰＩＣ１６Ｆ８７３Ａを使い，Ｍ

ＰＬＡＢ ＩＤＥ ｖ８．８４でプログラム

を作り，ＰＩＣＫＩＴ３を通して書き込んだ。 

 

 

写真２ 使用したＰＩＣ 

 

まず，正しく動作するかを確かめるために，

ブレットボードに配線をし，確認用のプログ

ラムを作った。その結果，正しく動作するこ

とが確認できた。

 

写真３ 試作回路 

 

次にベニヤ板にＬＥＤのマトリクス配線を

行った。ベニヤ板の寸法は横４６．７ｃｍ，

縦１９．５ｃｍで，ＬＥＤの間隔は縦横とも

に２．５ｃｍとした。 

 

 

写真４ 表示部の配線 

 

制御部分を配線し，表示部と繋げた。制御

部は２つのユニバーサル基板に分け，1 つの

基板に１８個のトランジスタと，１８個の抵

抗を配置した。もう１つの基板にはＰＩＣや

スイッチ，クロック発信器を取り付けて，も

う一つの基板とフラットケーブルで接続する

ようにした。 

 

 

 

 



 

写真５ 制御部の配線 

 

写真１のように表示するために格子状のル

ーバでＬＥＤ一つ一つを囲み，その上に紙を

貼り付けた（写真６）。 

 

写真６ ルーバーの取り付け 

 

外装を木で囲むような仕様にした（写真７）。 

また，各面の様子を写真８，９，１０に示

す。 

 

写真７ 外装の完成 

 

写真８ 横面 

 

横面は横１０ｃｍ，縦２１．９ｃｍの大

きさ。 

 

 
写真９ 上面，下面 

 

上面，下面は横４６．７ｃｍ，縦１０ｃ

ｍの大きさ。 

 

 

写真１０ 背面 



 

 背面は，横４９．１ｃｍ，縦２１．９ｃ

ｍの大きさ。 

背面には，スイッチを押すためと，電源コ

ードを通すための横６ｃｍ，縦４．２ｃｍの

隙間を設けた（写真１０）。 

 

外装に，表示部と制御部を取り付けた後，

電源をつなげた結果，無事ＬＥＤも光り，プ

ログラム通りに動くことが確認できた。 

 

３ 研究のまとめ  

 青色ＬＥＤ時計の製作を通して，今まで授

業で習ったことのないプログラミング技術

やマトリクス回路について自分たちで調べ

ることにより理解し，知識として身につくこ

とが出来た。また，半田付けをはじめ，回路

を配線する技術をより深めることが出来た。 

 

４ 感想 

 今回の課題研究を通して，物づくりの難し

さと物づくりの楽しさの両方を改めて知るこ

とが出来ました。自分たちが知らない知識を

本で勉強し，分からないところは先生に教え

てもらいました。それと同時に自分の未熟さ

を痛感しました。もっと勉強をしておけばス

ムーズに作業を進むことができたのではない

かと，少し後悔しています。 

しかし，自分の知らないことを勉強し，そ

れを実際に作業に生かすことはとても楽しか

ったです。特に自分たちでプログラミングや

配線をし，ＬＥＤを点灯することが出来たと

きはとても嬉しかったです。それまでの苦労

が報われたような気がしました。プログラミ

ングや回路の配線作業を通して自分の技術力

も少し向上したと思います。 

この課題研究は人生にとっていい経験にな

ったと思います。今回得たものをこれからの

人生で生かしていきたいです。 

武川 駿 

 

初めて使う回路や，プログラムが必要だっ

たため，最初は他の物を作ろうと考えていま

した。しかし，それを作ることにより，新し

く身につけれることがあると思い，一つ一つ，

詳しく調べながら挑戦しました。 

 分からない事が多かったため，とてもペー

スが遅く，最後にとても忙しくなりました。

しかし，完成し，ちゃんと表示された時はと

ても嬉しく，挑戦してとても良かったと思い

ました。 

今回学んだことを生かし，職場や趣味で電

子工作をする際などに生かしていきたいと思

います。 

鈴井 光 

 

５ 参考文献 

 青色ＬＥＤ時計 

http://www.asahi-net.or.jp/~RN8T-NKMR/di

y/digital-clock/index.html 

 

発光ダイオードのダイナミック点灯制御法 

http://www.picfun.com/pic13.html 

 

Yahoo 知恵袋 

http://www.yahoo.co.jp/ 

 


